
高知工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 グラフとオートマトン
科目基礎情報
科目番号 I3055 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 SD 情報セキュリティコース 対象学年 3
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 教科書：米田政明 監修、オートマトン・言語理論の基礎、近代科学社
担当教員 浦山 康洋
到達目標
(1) 有限オートマトンの動作を理解し、説明できる
(2) プッシュダウンオートマトンの動作を理解し、説明できる
(3) 正規文法、文脈自由文法について理解し、説明できる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
有限オートマトンについて深く理
解しており、特定の言語を受理す
る有限オートマトンを自分で構成
できる

有限オートマトンについて理解し
ており、概略を説明できる

有限オートマトンについて、理解
できていない

評価項目2
プッシュダウンオートマトンにつ
いて深く理解しており、特定の言
語を受理するプッシュダウンオー
トマトンを自分で構成できる

プッシュダウンオートマトンにつ
いて理解しており、概略を説明で
きる

プッシュダウンオートマトンにつ
いて、理解できていない

評価項目3
正規文法、文脈自由文法について
深く理解しており、特定の言語を
生成する文法を構成できる

正規文法、文脈自由文法について
理解しており、概略を説明できる

正規文法、文脈自由文法について
理解できていない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (C)
教育方法等
概要 「計算とは何か」を数学的に論じる際に用いられる数理モデル「オートマトン」について学び、「計算理論」の入学的

内容を理解する。

授業の進め方・方法 授業は教科書「オートマトン・言語理論の基礎」および配布プリント主にし、スライドを併用した講義とする。演習問
題を多く取り入れることにより、学習内容の定着と理解度の向上を図る。

注意点

【成績評価の基準・方法】
技術者が身につけるべき専門知識として、上記の到達目標に対する達成度を試験等において評価する。
成績は試験の素点を100%として評価する。
学年末の成績は後学期末の成績とし、後学期末の成績は後期中間の成績も含めて総合的に評価する。
【事前・事後学習】
事前学習として教科書の該当部分をよく読み込むこと。また、事後学習として授業内で取り組んだ演習問題の内容をよ
く見直すこと。
【履修上の注意】
この科目を履修するにあたり、３年生科目の「アルゴリズムとデータ構造」の内容を十分に理解しておくこと。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 オートマトンとは オートマトンと言語理論の概略を理解する

2週 集合と写像 オートマトンを学習するうえで必要となる、集合と写
像の知識について復習する

3週 有限オートマトン① 決定性有限オートマトンの動作について理解する
4週 有限オートマトン② 非決定性有限オートマトンの動作について理解する

5週 有限オートマトン③ 空動作のある非決定性有限オートマトンの動作につい
て理解する

6週 有限オートマトン④ 非決定性有限オートマトンから、同じ言語を受理する
決定性有限オートマトンを導く方法を理解する

7週 有限オートマトン⑤ 決定性有限オートマトンの最簡系を導く方法を理解す
る

8週 プッシュダウンオートマトン① 決定性プッシュダウンオートマトンの動作を理解する

4thQ

9週 プッシュダウンオートマトン② 非決定性プッシュダウンオートマトンの動作を理解す
る

10週 プッシュダウンオートマトン③
決定性プッシュダウンオートマトンと非決定性プッシ
ュダウンオートマトンの言語識別能力について理解す
る

11週 オートマトンと形式文法① 形式文法と形式言語について理解する
12週 オートマトンと形式文法② 正規文法と有限オートマトンの関係を理解する

13週 オートマトンと形式文法③ 文脈自由文法とプッシュダウンオートマトンの関係を
理解する

14週 チューリングマシン チューリングマシンの概要と動作について理解する

15週 総合演習 本科目で学習したオートマトン、形式言語に関する演
習問題を解くことができる

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標



分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 平素の学習状況 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 60 0 0 0 0 0 60
専門的能力 40 0 0 0 0 0 40
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


